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土
佐
に
常
呂
尋
常
小
学
校
が
あ
っ
た
頃
の
こ
と

『
土
佐
郷
土
史
』
か
ら
の
抜
粋
・
編
集

注
：
明
治

年
７
月
１
日
に
校
舎
の
位
置
変
更
が
行
わ
れ
、
東
１
線
３
号
９
番
地
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（
現
土
佐

番
地
１
の
南
）
に
柴
田
喜
久
哉
の
寄
付
に
よ
り
千

坪
の
校
地
を
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800

得
て
、
建
坪

坪'

の
校
舎
新
築

75

大
正
５
年

月

日
に
常
呂
小
学
校
の
位
置
変
更
を
指
定
さ
れ
る

10

27

（
常
呂
村
市
街
予
定
地
：
大
通
り
西
２
丁
目
中
通
り
西
２
丁
目
）

土
佐
か
ら
現
在
地
に
位
置
変
更
の
指
令
を
受
け
、
３
千

坪
の
校
地
に

600

坪
の
校
舎
を
新
築

240大
正
６
年
６
月
か
ら
新
校
舎
で
授
業
開
始

（
略
）
常
呂
尋
常
小
学
校
が
市
街
地
か
ら
土
佐
に
移
転
後
の
明
治

年
か
ら
大
正
６
年
に
い
た
る
間
の

35

こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
市
街
か
ら
通
学
し
て
い
た
三
沢
正
雄
、
上
杉
マ
サ
ヨ
、
古
館
イ
ト
、
高
橋
ア
ヤ
子

の
諸
氏
に
聞
い
て
み
る
。

「
学
校
は
東
向
き
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
後
ろ
に
は
子
ど
も
の
腕
で
は
幾
抱
え
も
あ
る
タ
モ
の
大

木
が

数
本
繁
っ
て
い
ま
し
て
、
校
地
と
は
い
え
一
人
で
は
入
っ
て
い
け
な
い
寂
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

10

通
学
道
路
の
両
側
に
は
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ヨ
モ
ギ
や
葦
が
生
え
続
い
て
い
ま
し
た
。
か
す
り
の
着
物
に

か
す
り
の
羽
織
で
、
冬
は
脚
絆
を
は
い
て
通
学
し
ま
し
た
。
女
の
子
に
は
桃
割
れ
や
銀
杏
返
し
に
結
っ
て

く
る
人
も
い
ま
し
た
。

井
戸
は
あ
っ
た
が
飲
料
不
適
と
い
う
の
で
、
隣
家
の
小
原
さ
ん
へ
毎
日
も
ら
い
水
に
通
う
の
が
日
課
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

市
街
上
層
家
庭
の
子
は
米
の
弁
当
で
し
た
が
、
一
般
は
麦
飯
、
イ
ナ
き
び
、
ア
ワ
飯
ま
た
は
で
ん
ぷ
ん

団
子
、
馬
鈴
薯
の
ゆ
で
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

遊
び
の
種
類
は
手
ま
り
、
か
ん
き
り
、
竹
割
り
な
ど
が
長
く
続
い
て
い
ま
し
た
。

明
治

年
頃
か
ら
は
運
動
会
も
始
ま
り
、

年
度
か
ら
は
修
業
年
限
が
６
年
に
な
っ
て
、
在
籍
数
も
段

40
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々
増
え
て
き
ま
し
た
」

注
：
明
治

年
６
月
６
日

運
動
場
落
成
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